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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 心臓発生過程の分子制御メカニズムの解明 

心臓は 1 日に 10 万回拍動し、生涯にわたり動き続けます。ヒトの心臓は２心房２心室ですが、この複

雑な構造は原始心筒と呼ばれる 1 本のチューブから形成されていきます。我々の研究室では、この複雑な

心臓の形がどのようにしてできるのか、発生過程における分子制御メカニズムの解明に努めています。特

に、心臓の発生は生まれた後も続くことが知られており、出生前後における体外環境の変化に注目して、

心臓が以下にして成熟していくのかを注目して解析しています。 
 

Ⅱ. ケトン体代謝が健康や疾病に及ぼす影響の解明 

心臓の発生を解析する過程で、我々は出生後の新生仔期にケトン体代謝が大きく変化することを発見し

ました。ケトン体はもともと空腹時のエネルギー源として知られていますが、近年エネルギー基質以外に

もさまざまな作用があることが報告されています。我々はケトン体合成と分解それぞれの律速段階酵素の

ノックアウトマウスを樹立しており、これらの遺伝子改変マウスを組み合わせて解析することで、ケトン

体代謝が生体に及ぼす影響を明らかにしようと研究を進めています。 
 

Ⅲ. DOHaD 学説の実験的検証 

 DOHaD 学説は、Developmental Origins of Health and Diseases とよばれる学説で、周産期環境ストレスが

成長後の疾病素因形成に影響するという概念です。疫学研究において、低出生体重児において心疾患や糖

尿病などの成人期の疾病リスクが上昇することは報告されており、臨床面での重要性はあきらかなのです

が、“なぜ周産期に加わったストレスが、成長後に影響するのか？”という機序に関する答えがありませ

ん。本研究室ではこの問いを明らかにするため、出生時低体重マウスモデルなどのさまざまなマウスモデ

ルを駆使して、機序の解明を目指しています。 
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【特殊技術・特殊装置】  

① マウス表現型解析 (免疫組織染色、in vivo実験等)  
② 1核解析（マウス組織からのsnRNA-seq） 
③ エピゲノム解析（ChIP-seq, CUT&Tag, ATAC-seq） 
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